
, それぞれの経営理念が共嶋して動き出
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理念共鳴、が生

め有志で力を合わせて農
業を盛り Lげ、農業の立
ち位圏を高めたいJ

環境テクシス o5年 3月
設立。本Tstは盤ナ||】」/1ヽぼ1測
の 51。 食品廃葉物を活
した有機肥料や飼料な
どを製造 ,販売。食品リサ
イクルのコンサルティン
なども手掛ける。

リサイクル飼料生かす

高橋慶社長 「 リサイク
ル飼料を活用  _

を通 じて食の大切さを伝
えたい」

んだ安心食材 E

■廃棄パンを
■高品質な肉を提供

る。アークリッシュの酒男=
澤総料理長は「ホテルのコ
ンセプ トに合致するような
食材をfr・してぃた」と話す。
するとf司料製造などを通 し
て地域の農薔塵4情報に精通
する環境テクシスの蘭橋慶
社長が、 トヨタファームが
貧司軍寄I声ス3 「ことナ|‖

"家

」 を拐譜多馬
してきた。これがアークリ
ッシュ4Rlの目に留まる。
トヨタファームは高品質
で安全なllk肉提供を掲げ、
豚肉の トレーサビリティー

(生産履歴)を業界に先駆
けて確立した県 7NJ最大手の
養豚事業者。酒井総料理長

あつた。まさに求めていた
理想の食材」と称賛する。
さらに トョタファームは
食 laHd残さのパ ンなどを提ぜ
たリサイクル飼料を豚のエ
サとして活用するなど「循
環型畜雄」にも取り組んで
いた。ホテ,沌廃葉される
余剰パンを有効活用する欧
り組みも岡llrfに始まった。
しか し当初は課題もあ っ
た。

「まだ豚肉の品質が安定
していなかった」と酒井総
料理長。 トョタファームの
alJJ掘雄一代表も「当時は毎
日安定した盤のパンを確保

本テルアークリッシュ
畳橋 サーラグループの
ガステ ックサービスが08
年9月、出橋駅前に開業し
た。所在地は豊橋市駅前大
通1の 55。 容埜は全91乳

食で社会を尭気に

酒井淳総料理長兼 F&
Bグループディレクター

議 襲 懃
しい生産物が
多い。食を通
して社会が光気になりt
生産者が脚光を浴びるお
したい」

トヨタファーム 本音ほ
は豊田市堤本「F落田12の
よ。65年に堤慈産として
養llFを開始。 リサイクル
AHj料を活用し、流通経路
を明確にした二州】家を生
IBFLは塾国市と固原

寸Fに計+2腰畿易。

農業の立ち位置向上

鋤柄雄一代表  「8乍今

に

ルできる。 トヨタファーム
も原料の廃葉パンを稚保 し
ながら、安定し‖家肉を買っ
てもらえるメリットも生ま
れた。
アークリッシュと トヨタ
ファームの 2者を結び付け
た環境テクシスの高騒捜社
長は「安全で高品質な肉を
提供したいという理想の過
求から実現 した好事例Jと
評イ耐する。さらに高橋社長
は「仲介 した当社に直接的
な利益はないが、地域の畜
産業者が元気になれば回り
回って当社に帰 ってくるも
のもあるだろう」と地域の
産業振興を第一に掲げる。
アークリッシュの階井総料
瑠長は「高橋社長のような
存在がいなければ鋤柄さん
の肉に出会うことはなかっ
た。今後も地産地消を通 し
て地域活性化に取 り組みた
いJと憲気込む。

ホデルタータリッシュ盤梅のレス
される三lJlt豚の料理
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できなかった。パンの配台
替J合で肉質が変化して しま
つた」と振り返る。 トヨタ
フアームは後に、大手製パ
ン業者など安定的に廃莱パ
ンを供訴合してもらえる先を
確保。その結果 リサイクル
飼栂|の配合筆J合が安定 し、
豚肉の品質も向上 した。

米理想追求から実現 米

現在、アークリッシュは
レス トランで提供する豚肉
や活家肉加工品など月 50キけ程
度 (10頭分)を トョタファ
ームからl18入する。平行し
アークリッシュのレス トラ
ンから脳る 1日 2キ。の余剰
パンを トヨタファームに提
供し、 リサイクル飼料とし
て活用する試みも進む。ア
ークリッシュは理想の食材
を手に入れ、しかも食品残
さとして廃薬せざるを得な
かつた余剰パンを リサイク

ン倉農

トランで提供

して肉質がい
い業者は極め
て少ない。食
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